


会 員 の 皆様 に は 、 益々 御 清栄 の こと と お 喜 び 申 し 上 げ ま す 。 


「 い わ て 未来 づり 機構 だ より ] 本 号 で は 、 去る 2 月 1 日 に 開催 し た 第 3 回 ラウ ンド テー ブル を 中 心 に ご 報告 し ます 。 





平成 2 7 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 




















和 1) の 15 時 か ら 、 盛岡 











年 2 月 1 日 ( 








平成 28 











内 容 に つい て 議論 を 行っ た ほか 、 官民 連携 
に お ける 地方 劉生 に 向け た 
て 地方 角 生 に 向け て それ ぞ れ の 立場 で の 取組 を お 願い いた し ます 。 

















市 の 岩手 銀行 本 店 会 議 室 
の も と 、 平 成 27 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル を 開催 し まし た 。 県 策定 の いわ て 県 民 
事例 と し て 、 釜石 市 まち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 室 の 石井 室長 様 か ら 、 釜 石 市 
必 組 に つい て 発表 いた だ きま し た 。 会 員 の 皆様 に お か れ ま し て も 、 本 県 の 復興 、 そし 


に お いて 、 機 構 会 員 ほ か 約 100 名 





出席 


























民 計 画 第 








3 期 ア クシ ョ ンプ ラン の 








【 報 告 】 機構 の 平成 27 年 度 活動 状況 に つい て 




















機構 で は 、 本 年 度 に お いて も 本 格 復興 と 希望 卿 いわ て の 実現 
で きま し た 。 当日 は 、 こ れ ま で 展開 し て きた 4 つの 重要 項 
動 状況 を 報告 し まし た 。 

設置 1 年 目 ど な る いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 で は 
誤 」 を 計ら 5 
を 展開 し まし た 。 な お 、 3 月 19 日 ( 土 ) 
で 開催 する 予定 で す (詳細 は 裏面 に 掲載 )。 


【 報 告 】 COC+ 事 業 と 機構 と の 連携 に つい て 
岩手 大 学 L 立 大 学 が 中心 と な り 、 地域 を 担う 人 材 の 育 












































、 こ れ ま で に 








晶 























に は 、 本 年 度 最 


















































岩手 ! 


ゴー ノ | 











「 ふ る さと いわ て 創造 プロ ジェ クト 」 の 展開 に あたり 、 当 機構 と し て も 連携 し て 馬 


に 関す る 県 


区 化 の 開催 と な る 6 
多数 の 参加 を お 待ち し て いま す 。 


成 と 地元 定着 等 
り 組 が た め 、 新 た ! 

















に 向け た 県 民 運 動 と 部 会 活動 に 取り 組ん 























民 運 動 の 内 容 と 6 





地域 や 内 陸 





沿岸 














回 目 























会 


いわ て 創造 作業 部 会 





」 を 設置 する こと に な り ま し た 。 地域 人 材 の 育成 に は 産学 




















可 欠 で す 。 当 作業 部 会 の 運営 に 





【 デ ィ ス カッ ショ ン 】 いわ て 県 民 計画 第 3 期 ア クシ ョ ンプ ラン に つい て 
































で ある 「 い わ て 県 民 計 画 」 の 第 3】 


官 に よる 情報 





つの 作業 部 会 の 活 


閥 部 で 「 い わ て 復興 未来 
開催 。 約 800 名 に 及ぶ 多数 の 参加 を 得 て 、 復興 に 向け た 人 的 ネッ トワ ー ク の 拡大 に 向け た 活 重 
の いわ て 復興 未来 塾 を 盛岡 市 











に 取り 組む COC+ 事業 の 


に 「 ふ る さと 
共有 と 連携 が 不 





に 当たり 、 会 員 の 皆様 の ご 理解 と ご 協力 を 引き 続き お 願い し ます 。 





アク ショ ンプ ラン に つい て 説明 が あり まし 











岩手 県 か ら 、 本 県 の 長期 計画 





た 。 こ の 第 3 期 ア クシ ョ ンプ ラン (平成 27~30 年 度 ) は 、「 希 望郷 いわ て 」 の 実現 に 向け 、 重 点 的 ・ 優 先 的 に 取 


り 組む べき 政策 等 を 具体 的 に 示し て いる も の で 、 人 口 減少 対策 を 展開 する 「 岩 
日 本 大 震 災 津波 復興 計画 」 と 皿 を 一 に し て 推 
こ 向 け て の 示唆 ・ 助 言 、』 
各 メ ン バ ー に よる 主 な 発言 は 以下 の と お り で す 。 

民間 と で 連携 し て 取り 組む こと 、 
等 に 整理 し 、 戦略 を し っ か り 練 っ た うえ で 積極 的 に 行動 し て いく <。 復興 、 そ し て ILC の 診 致 実現 な ど を 契機 
邊 連携 を 今後 も 推進 し 、 





を 包含 し 、 ま た 「 岩 手 県 東 
ラウ ンド テー ブル メン バー か ら 、 アク ショ ンプ ラン の 今後 の 展開 ( 
いて 発言 が 交わ され まし た 。 
画 行政 が 主体 と な っ て 取り 組ん で いく べき こと 、 行政 と 







































































供する も の で す 。 


手 県 ふる さと 振興 総合 戦略 」 








この 説明 を 踏ま え 、 























に 培っ て きた 産学 官 








岩手 県 民 の 総力 を も っ 














民間 が 主導 する こと 


て 取り 組ん で いく こ 











と が 大 事 【 谷 村 県 商 ] 








の 他 、 岩手 に 住ん で し 





[会 議 所 連 
減少 対策 と し て 、 
な い が 、 岩 手 に 魅 


合 会 長 】 


直接 的 な 減少 対策 








力 を 感じ 何ら か の 関わ り を 持つ よう な バー 


チャ ル な 人 口 
手 か ら 「 豊 か さ 」 を 発信 
か ら リ アル 人 人口 








を 増やす と いう こと が ある 。 岩 


し 、 パー ザ ャ ルル 日 


こ 結 び 付 ける よう な 流れ を 


つく る 取組 も 必要 。 また 、ILC 誘 致 の 取組 
に つい て は 、 熱 意 と 支援 に より 地元 と し て 








非常 に 進ん で いる と 実感 し て いる 。 引き 続き 関係 機関 で 足並み を そろ え 取 り 組ん で いく 【 鈴 木 県 立 大 学長 】 
画 国民 所 得 と 県 民 所 得 の 夏 離 縮小 に つい て は 、 復 興 需 要 が ほとん ど な く な っ た 時 期 に 真 の 実力 が 問わ れる 
の で 、 こ の 4 年 間 は 非常 に 重要 。 アク ショ ンプ ラン を 遂行 する 中 で 答 離 縮小 を し っ か り 実 現し て ほし い 。 また 、 

アク ショ ンプ ラン 推進 に あたっ て 「 行 政経 営 」 の 視点 を 重 

視 す る こと は 心強く 感じ る 。 し っ か り 有 目標 を 定め て 実現 

する 、 ま た 実現 の た め に どう すれ ば いい か 常に 考え る 、 

これ が 経営 。 ぜひ 経営 感覚 を も っ て アク ショ ンプ ラン を 

進め て ほし い 【 高 枚 岩 手 経済 同友 会 代表 幹事 】 

画 県 内 で 減 塩 対策 が 様々 な 方 面 に 浸透 拡大 し て お り 、 
近い 将来 、 脳卒中 全国 ワー スト ワン か ら 必 ず 抜 け 出せ る 
も の と 考え て いる 。 また 、 児童 生徒 の みな ら ず 大 人 に も 
ー ン 様々 な 点 で メリ ッ ト を 有する 小 中 学 生 に よる お 弁当 の 日 

の 取組 を 今後 も 推奨 し て いき た い 。 さら に は 、 人 材 不 足 の 解消 や 交流 人 口 拡大 に 寄与 する 新興 国 か ら の 研修 

生 受 入れ の 経済 効果 は 大 きく 、 今後 取り 組ん で いき た いと 思っ て いる 【 米 谷 大 船渡 商工 会 議 所 副 会 頭 】 

画 COC+ 事業 で は いか に 地元 に 定着 し て も ら え る か 。 そこ は 岩手 の 特徴 で も ある 産学 官 連 携 で と も に 考え 、 協 
働 ・ 協 力 し な が ら 戦 略 を 肉 付 け し て いき た い 。 また 、 そ の た め に も 本 当 の 「 豊 か さ 」 と いう も の を きち っ と 作り あ 
げ 、 ま た それ を 発信 し て 人 を 呼び 込む 。 また その 前 に は 、 我 々 岩手 に 住む 者 が 地域 に 自信 を 持ち 、 誇 り を 持 
っ て いく こと が 必要 。 豊か さと いう 指標 の 導入 に あたっ て は と も に 取り 組ん で いき た い 【 岩 洋 岩 手 大 学長 】 

画 今回 の 国体 ・ 大 会 で も 、 国体 本 体 の 取組 と と も に 、 県 を 挙げ て 盛り 上 げ る 取組 が 、 様 々 な 地域 で 自主 的 に 行 
われ 、 オ ー ル 岩手 の 力 で の 盛り 上 げ が どん どん 進ん で いる 。 この よう な 県 民 一 丸 と な っ た 取組 は 地域 経営 の 
理念 に 沿っ た 取組 で あり 、 復興 を 成し遂げ る 力 、 ふる さと を 振興 する 力 を 一 層 高 め る も の 。 国体 ・ 大 会 を きっ か 
け に 、 県 民 み ん な で 岩手 の 現在 、 過去 、 未 来 に 思い を 致し 、 復興 と ふる さと 振興 の 実践 を 通じ て 、 全国 、 世界 
に も 通用 する よう な 人 と 社会 の あり 方 を 希望 卿 いわ て と いう 形 で 創り 上 げ て いき た い 【 達 増 岩手 県 知事 】 


【 官 民 連 携 事例 発表 】 


釜石 市 総務 企画 部 総合 政策 課 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 室 長 石井 重 成 様 か ら 、 
“オー プン シテ イィ” と は 何 か て 移 石 市 総合 戦略 が 目指 す も の て 」 と 題し て 講演 
いた だ きま し た 。 地方 劉生 に 向け て 釜石 市 が 進め る 戦略 の 基本 的 な 考え 方 を 、 
「 市 民 一 人 ひと り が 役割 を 持つ 、 も っ と も 開か れ た まち の 実現 」 と し 、 多様 な 人 材 
が 本流 し 、 地域 の 課題 と 可能 性 が 自分 事 化 さ れ 、 新 た な 事業 機会 や 市 民活 動 
が 生み 出さ れる こと に より 希望 が 連鎖 する 、 こ の 一 連 の プロ セス を 戦略 の 柱 と し 

て いる こと 。 また 活動 人 口 0 人 口 の 増加 に よっ て 地域 活力 に 結び 付け 
る こと 、 さ ら に は 具体 的 な 政策 等 も 紹介 いた だ き 、 大 変 示唆 に 富ん だ 内 容 で 、 
真 に 有意 義 な 時 間 を 共有 する こと が で きま し た 。 






































































































































































































































































































































































































































































































































※ 上 記 ラ ウン ド テ ー ブ ル の 資料 は 機構 の ホー ムペ ー ジ で 御覧 いた だ け ま す 。 


第 6 回 いわ て 復興 未来 塾 を 開催 し ます ! 


日 時 場所 平成 28 年 3 月 19 日 ( 土 ) 14:30 て 17:15 場所 ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 本 館 ( 盛 岡市 盛岡 駅 前 通 ) 
内 容 画 基調 報告 「 東 日 本 大 震 災 の 教訓 と 次 な る 備え 」 
( 公 財 ひょう ご 震 災 記念 21 世紀 研究 機構 理事 長 五 百 旗頭 真 氏 
画 パ ネル ディ スカ ッ シ ョ ン テー マ 「 こ れ ま で の 復興 、 こ れ か ら の 復興 」 
パネ リス ト ひょう ご 震 災 記念 21 世紀 研究 機構 理事 長 五 百 旗頭 真 氏 
復興 庁 岩手 復興 局長 今井 良 伸 氏 
岩手 大 学長 岩渕 明 氏 
岩手 銀行 代表 取締 役 会 高橋 真 裕 氏 
岩手 県 知事 達 増 哲志 
コー ディ ネー タ TBC 岩 手 放 送 東吉 ば 支社 長 江 由 平三郎 氏 
画 交 流 会 17:30~19:00 































































































































































































し いわ て 未来 づ くり 機構 事務 局 か ら の お 知ら せ 
会 員 各 機関 の 代表 者 、 担 当 者 、 メ ー ル ア ドレ ス 等 に 変更 が ある 場合 は 、 事 務 局 まで お 知ら せく だ さい 。 
エ 020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 (担当 : 小園 田沼 ) 


電 話 :019-629-5215 (FAX019-629-5254) E-mail : AA0001 Gpref. iwate. jp 希望 者 し L 1 わ て 国体 
ホー ムペ ー ジ http://iwatemirai. com/ 広げ よう 感動 。 伝 えよ う 感謝 。 















































